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怜香の成長記録１　愛の結晶～怜香の誕生秘話～
ぴかりん
ぴかりん出版


───────────────────────



　　　プロローグ



１９５２年２月、彼女は札幌の病院で産声をあげた。

名前は、仲村冬美（なかむらふゆみ）。

家は、代々続く開業医の家系に生まれ、２歳年上の兄がいる。

また、冬美が２歳の時、弟が生まれた。

冬美は、なに不自由なく、自分のやりたいものをやらせてもらっていた。

ピアノにギター。ピアノは幼い頃から習っており、中学に入る頃には、自分で歌詞をつけて、弾くようにまでになっていた。

　高校は、進学校に進み、ギターの弾き語りを文化祭で、披露する。

　その頃から、音楽業界への夢を持つが、父親に何度か反対されるものの、渋々、許可が出たのは、大学に入ってからだ。

　もし、あの時、父が頑なに反対したならば、あの人とも、出逢うこともなかったであろう。
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　　　１　出会い



　１９７９年１月。

　仲村冬美は、初の歌番組、しかも、生放送に出演するため、彼がアシスタントディレクターを勤める、Ｎ局の楽屋で出番を待っていた。

「仲村さ～ん、そろそろ、舞台裏にスタンバって下さい！」

　アシスタントが呼びに来る。

「あ、はい・・・」

　緊張する冬美に対して、

「大丈夫ですから、何かありましたら、僕、フォローしますから！」

　冬美は、作り笑いをする。

「その笑顔、ステキですね」

「ありがとう」

　冬美は、舞台裏へと向かう。

　そして、位置に着き、司会進行が冬美の名を呼ぶ。

　冬美は、一息ついて、舞台に上がる。

　緊張のあまりに、歌詞を間違えてしまう。

　焦る冬美。

　アシスタントの彼が、カンペに『大丈夫！』と書いて、冬美に見せる。

　冬美は、カンペを見て、微笑む。そして、何とか歌い終わる。

　舞台裏に行くと、アシスタントの彼が待っていた。

「すいませんでした。緊張のあまりに・・・」

　今にも泣きそうな顔で冬美は謝る。

「仲村さん、大丈夫です。テロップも差し替えましたから」

「ありがとうございます。え～っと・・・」

「相田と申します。相田優一郎（あいだゆういちろう）です！」

「相田さん、ありがとうございます」

　冬美は、深々と頭を下げる。

　そして、冬美は、楽屋に戻る。

「山垣さん、相田さんって、いい人っぽいですね」

　マネージャーの山垣（やまがき）に言う。

「そうね、彼は、将来、期待されてるみたいよ」

「そうなんですね。近いうちにお礼がしたいわ」

　冬美は、自分のフォローをしてくれた、相田の事が気になっていた。



　数日後、山垣が２人のために席を設けてくれた。

　その席上で、相田は、

「何かあったら、いつでも、連絡下さい」

と、名刺の裏に、自宅の番号を書いて、冬美に渡す。

「ありがとうございます。また、お会いできると嬉しいわ」

「僕なんかで、良いんですか？」

　恐縮する相田。

　それに対して、冬美は笑顔で、

「良いんです。相田さん、優しい人だから」

「僕、そんなに優しい人ですか？　もしかしたら、オオカミかもしれないよ」

と、笑いながら相田は言う。

「オオカミでも、ライオンでも、良いの」

　冬美は、いつの間にか、相田に恋していた。



　それから、２人は、休みが合う度に、食事に行ったりした。

　いつの間にか、２人は、『仲村さん』から『冬美』、『相田さん』から『優一郎さん』へと呼び名が変わっていた。

　そして、１９８０年のクリスマスの日に、冬美は、優一郎から、告白されて、付き合うことになった。





　　　２　誓い

　時は流れて、１９８１年２月の休みの日。２人は、箱根の旅館に居た。
「もうすぐ、冬美の誕生日だな」
「優一郎さん、何かくれるの？」
　ねだる冬美。
「秘密だよ」
「ええっ、気になるわ」
　優一郎は、微笑むだけだった。
「教えてよ」
「じゃぁ、誕生日プレゼントやるから、休んでくれるか？」
「もちろん、って言っても、もう休みにしてるわ。だって、優一郎さんと過ごすことにしてるもん」
　優一郎に抱きつく。
　そして、その夜、２人は結ばれた。
　翌日、冬美と優一郎は、別々に東京に戻った。

２月も終わりかけた冬美の誕生日に、２人は優一郎のアパートにいた。
「冬美、お誕生日おめでとう！」
優一郎は、包装紙で包まれた薄い何かを冬美に渡す。
「優一郎さん、ありがとう！　何、これ？」
と、言いながら、包装紙を丁寧に開ける。
　中身は、優一郎の両親の住む広島行きの航空券だった。しかも、優一郎の手書きの航空券。
「何、これ？」
「冬美、いつか、両親に会ってくれないか？」
「えっ？　ええっ？」
　戸惑う冬美。
「僕のお嫁さんになってくれないか？　今じゃ、なくてもいいから」
「優一郎さん・・・、あたしなんかでも、いいの？」
「あたりまえじゃないか。僕は、冬美が好きなんだ！」
　真面目な顔で言う。
　冬美は、嬉しくて涙を流す。
「いつ返事、くれてもいいから。半年後でも、１年後でも、僕の答えは、同じだから」
優一郎は、そう言って、ケーキに手を付ける。
２人は、将来の話を朝までして、冬美は自宅マンションに帰った。
冬美の答えは、ほぼ決まっていた。

===
 
　　　３　兄の死

返事が出来ぬまま、１ヵ月、２ヵ月と月日が流れていった。
不規則な生活が続いたためか、自分が妊娠していることに気がついたのは、１９８１年５月だった。
冬美は、いつ優一郎に告白するか、考えていた矢先に実家から、電話がかかってきた。
「冬美・・・伸一が・・・伸一が・・・」
　母のトモの泣き声が、受話器から聞こえる。
「お母さん、どうしたの？　兄さんがどうしたの？」
　何が何だか、解らない冬美。
「伸一が乗ったタクシーが、事故の巻き添えになって、伸
一が・・・、死んだの」
　絞り出した声で、トモが言う。
「兄さんが・・・。死んだ・・・」
　戸惑う冬美。
「本当に、兄さんが・・・？」
「そうなの・・・」
「分かったわ、すぐ、帰るわ」
　電話を切った瞬間、冬美は泣き崩れた。

翌日、１番の飛行機で実家のある札幌に向かった。
実家に着くなり、目にしたものは、伸一の妻のちなむと４歳になったばかりの伸希（のぶき）が泣いていた。
もうすぐ、２歳になる香澄（かずみ）は、ちなむに抱かれ、キョトンとしていた。
　冬美は、なすすべもなく、立ち尽くしていた。
「お義姉さん・・・」
　ちなむは、顔を上げ、
「冬美ちゃん・・・」
と、言葉になるかならないかの小さい声で答えた。
「おばさん・・・、お父さん・・・、死んじゃったよぉ・・・」
　伸希は、伸希なりに父親の死を受け入れていた。
「伸希君・・・」
　冬美は、伸希を抱きしめた。
「冬美・・・、帰っていたのね・・・」
　トモが涙目で声をかけた。
「お母さん・・・。お父さんは？」
「お父さん・・・、伸一のことでショックを受けて、倒れたわ・・・」
「えっ？　えー！　で、どこなの？」
「病院で診てもらってるわ。もう、無理が出来ないみたい」
　冬美は、部屋に荷物を置いて、病院へ急いだ。

　父の仲村拓市（なかむらたくいち）の病室の入り口に『面会謝絶』の札がかかっていた。
　冬美は、静かにドアを開けて、中に入った。
　弟の仲村浩一（なかむらこういち）の妻の美香子（みかこ）が、拓市の傍にいた。
「お義姉さん」
「美香ちゃん、お父さんの具合、どお？」
「今、眠ってます。もう、現役は無理だろうって」
「そうなの・・・」
　そう答えて、拓市に目を向ける。
「ところで、大希君は？」
「岡山から、姉が掛けつけてくれて、面倒を。１人見るのも、２人見るも同じだからって」
「あら、香ちゃんも来てるのね」
　冬美は、美香子と冬美の彼の優一郎の話しをしていたら、拓市が目を覚ました。
「お父さん」
「冬美？」
「お父さん、大丈夫？」
「冬美、わしは、もう無理は出来ないらしい」
　窓の外を見ながら、拓市が言う。
「お父さん・・・」
「わしは、ここから動けない。伸一の葬儀は、すべて浩一に任せた。落ち着いたら、今後のことも話したい」
「分かったわ」
　そう言って、冬美は病室を後にした。

 
　　　４　別れ

　葬儀も終わり、拓市の体調も安定した日に、今後について、話し合いをすることになった。
「―今日は、集まってくれて、ありがとう」
　拓市がみんなの顔を見た後、話し出す
「実は、わしは、もう無理が利かなくなってしまった。そこで、わしは、現役を引退することにした」
　拓市は、ちなむ、浩一、美香子、冬美、トモ、そして、家政婦の左近好枝（さこんよしえ）の前で言う。
「でだ、院長を誰にするか、決めたい。わしの意見だが、浩一、継いでもらえないか？」
「オヤジ、腕の良くて、頭の良い兄さんにしてたじゃないか。だから、俺、大学に残って、助教授にまでなった。今更、俺に言われても、困るよ」
「浩一、無理か？」
　拓市が聞く。
「無理」
「どうしてもか？」
「無理なものは無理だから」
「仕方ないな。これじゃ、冬美に婿を取らせるしかないな」
　拓市は、内心、浩一ではなく、チャラチャラしていた冬美に、婿をとらせることにしていた。
　冬美は、ひたすら断るが、拓市の顔が、音楽業界に入ると言った時と同じ顔だった。
「浩一が、嫌なら、仕方ないわ。お父さんに従います」
　冬美は、優一郎のこと、お腹の子のことも言えないまま、話し合いは、終わった。

数日後、優一郎と事務所に事情を話し、マンションを引き払い、お腹の子のことも言えないまま、札幌へ帰った。

　冬美は、何もかもを捨てて、実家に着くと、浩一が土下座してきた。
「姉さん、ごめん。美香子から聞いた。姉さん、好きな人が、いたんだって・・・。俺、オヤジの後、継ぐから。姉さんには、姉さんの人生、歩んでほしい」
「浩一、頭、上げて」
　浩一は、泣いていた。
「お父さんには、もう言った？」
「言った。優一郎さんのことは、まだ、言ってない」
「浩一、ありがとう。そうね、今のお父さんの体調では、言わない方が、良いわね。体調が良いときに、あたしから言うわ」
　冬美は、部屋に荷物を置いて、優一郎のことを考えていた。

その夜、拓市の口から、自分が理事長に、浩一を院長になることを、告げた。
　翌朝、病院内にも、話しが伝わった。
　それを見届けて、冬美は、優一郎のアパートに電話するが、捕まらない。１泊したのち、冬美は東京に戻った。その足で優一郎のアパートに向かった。
　見慣れたアパート。
　見慣れたドア。
　しかし、『相田』と書かれた表札が無いことだ。
　立ち竦む冬美の後ろから声がした。
「相田さんなら、引っ越されましたよ」
「・・・えっ・・・、引っ越した・・・」
　冬美は、やっと我に返り、
「どちらに引っ越されたか分かりますか？」
「さあ、たぶん、実家ではないですか？」
「ありがとうございます」
　冬美は、頭を下げた。
　そして、身重の体で、優一郎の実家に向かった。

 ===
　　
　５　空港

　誕生日にもらった、手作り航空券の裏に優一郎の実家の住所が、書かれていたのを頼りに実家へ向かったが、誰も居なかった。
　空港に戻り、公衆電話から優一郎の勤務先にかけた。
「はい、Ｎ局です」
「あの、私、相田優一郎の親戚の島橋と申します」
　冬美は、優一郎の考えた暗号を言う。
「優一郎は、在席しておりますか？」
「少々、お待ち下さい」
　暫くして、相田の上司が出た。
「申し訳ありません。相田は転勤になりまして・・・」
「どちらまで？」
「海外としか言えませんが・・・。ただ、転勤先に行く前に一旦、実家に帰ると、言ってました」
「そうですか・・・、居ないのね」
「はい。今日のフライトで広島を発つとのことです」
　相田の上司は、嘘をついた。優一郎は、とっくに旅立っていた。
「ありがとうございます」
　そう言い、電話を切る。
　相田の上司の嘘は、分かっていた。
　でも、受け止めれなかった。
　冬美は、何度も搭乗窓口で、優一郎の乗る飛行機を探していた。
　しかし、彼は現れなかった。
　冬美は、最後にもう一度、尋ねた。
「すいません、相田優一郎は、乗ってますか？」
「お客様、何度、聞かれても、相田優一郎様は、乗っていません」
「本当ですか？」
「本当です。最終便は、子供が２人、女性が１人、あとは常連客の10人です。お尋ねになられた名前は、ありません。どうぞ、お引き取り下さい」
　受付の人が、呆れ顔で、冷たく言う。
　冬美は、その場で崩れ落ちた。
「優一郎さ～ん、どこ～？」
　涙が止まらなかった。

　いつしか、受付は閉まり、警備員が冬美を外へと出す。
　冬美は、泣きながらタクシーに乗って、市内のホテルに泊まり、ずっと、泣いていた。そして、泣き疲れて、寝てしまっていた。

 
　　　６　告白

　朝になると、冬美は、１人でお腹の子を育てるしかないと思った。それには、事務所、家族の理解が必要だと気付く。
　５ヵ月になり、少しずつお腹が大きくなってきた。
　『言うしかない』と心に決める。
　まずは、どう両親に話すか・・・。などなど、不安が押し寄せてくる。
　その中で、自分１人で出産し、育てられるか・・・。
　考えれば考えるほど、不安が募る。
　ひとまず、実家に帰ることにした。

　実家に戻り、両親に話した。案の定、反対された。
「冬美、何を考えているんだ！　１人で育てるなんて、出来るわけ、ないだろう！」
　拓市は、強い口調で言う。
「相手の方は、知ってるの？」
　トモが聞く。
「兄さんのことで、言えなかった。本当は、言うつもりだったのよ」
　冬美は泣き出す。
「冬美、おろしなさい」
「お父さん、お願い、産ませてよ」
「いいか、もう一度、言う。おろしなさい」
「いやよ。お父さん、いつも言ってたじゃない。『命を粗末にするな』って」
「それとこれとは、違う」
「どこが、違うの？」
「どこと言われてもなぁ。母さんの意見も聞きたい」
　拓市がトモに話しを振る。
「もう、５ヵ月よ。危険だわ」
　トモは、元産婦人科医師として答えた。
「そうかぁ。分かった。一晩、考えさせてくれ」
　拓市は、静かに言った。
「お父さん、お願い」
と、手を合わせて、冬美は言う。そして、拓市の部屋を後にした。

　自室に入るなり、
「これで良かったのよね」
と、お腹を撫でた。
　そして、眠りに就く。

　翌日、冬美は、拓市に呼ばれた。
「冬美、母さんと話した結果、出産は認める。しかし、お腹の子は、美香子さんのお姉さんの子として、育てることにしなさい。話しはしてあるから、近いうちに高井夫婦が来ることになっている」
「お父さん、ありがとう」
「お礼は、母さんに言いなさい。母さんが、『産ませてあげて』とずっと、言ってたからな。母さんに、逆らえないからな」
と、拓市は微笑む。
「お母さん・・・、ありがとう・・・」
　冬美は、目に涙をためる。
「事務所の人には、わしの看病をするとでも、言っておけ。それから、出産まで、ここに居なさい。外には出るな。何かあったら、好枝さんに頼むといい。分かったな」
「はい・・・」
「冬美、部屋でゆっくりするのよ。私は、あなたの味方ですからね」
　トモが、励ます。
「お母さん・・・」
「さあ、お行き」
　冬美は、少し心が軽くなったような気がした。
　そして、部屋を出た。

　まもなく、美香子の姉の高井雅子（たかいまさこ）と旦那の晴夫（はるお）がやってきた。２人は、拓市の部屋へ行くと、みなが集まっていた。そこには、少し、お腹の出た冬美もいた。
　全員が揃い、冬美の前でとんとん拍子に話しが決まった。
　次の日から、雅子は、冬美のために妊娠の振りをした。
　娘の香（かおり）を産んだだけあって、貫禄が付いていた。

 ===
　　
　７　出産

　７ヵ月目に入ると、お腹の子が成長していることが、冬美にも分かってきた。
　元産婦人科医師のトモの助言で、出産への準備を少しずつ始める。
　家政婦の好枝の息子の左近誠人（さこんまこと）が、
「冬美さん、大丈夫ですから、元気な子、産みましょうね」
「宜しくお願いします」
　冬美は、頭を下げる。
　どうやら、お腹の子の性別は、分かるらしいが、あえて冬美は、聞かなかった。

　８ヵ月目に入った頃、周りが何故か、女の子用品を買い揃える。
「何でかしら？　あたし、お腹の子の性別、聞いてないのに・・・」
と、雅子に言う。
　雅子は、黙り込んでしまう。
「はっは～、犯人は、お父さんね」
　冬美は、１人納得する。
　点けていたテレビが、冬美のことを取り上げていた。
「２ヵ月前、突然、メディアから消えた、仲村冬美さん。付き合っていた方がいたようですが、もしや結婚？　引退？　真相は闇の中。気になるところですが、次に行きましょう」
と、リポーターが言う。
　それを、２人は、笑いながら見る。

外は、雪がちらつく12月の始め、冬美と雅子は、特別病棟に入った。
　程なくして、冬美は、優一郎に似た、女の子を産んだ。
　名前は、拓市が決めていた。
「お父さん、あんなに許してくれなかったのにね」
　様子を見に来た、トモに言う。
「怜香ちゃん、おじいちゃんですよ」
　怜香（れいか）、それが、冬美と優一郎の愛の結晶で、拓市の付けた名前だった。
「冬美、よく頑張ったわね。ゆっくり、休むのよ」
　トモがそう言って、拓市に、
「あなた、帰りましょう」
と言って、ドアに向かう。
「お父さん、お母さん、産ませてくれて、ありがとう」
　冬美は、泣いていた。

 
　　　エピローグ

１９８２年７月、怜香は、雅子に抱かれて、岡山へと引き取られて行った。
　冬美は、それを見送り、何事も無かったように、独身歌手として、復帰した。
　それから、冬美は、時間があれば、怜香の元へ遊びに行くようになった。
　その度に、怜香の成長が、楽しみになっていた。
　そして、日を追うごとに、『怜香を産んで良かった』と思うようになった。
　いつか、優一郎に会ったら、怜香のこと、自分は優一郎と結婚したいと言う気持ちを伝えたいと心に決めた。
　それが、何年後になっても、気持ちは変わらない。
　いつでも、答えは『イエス』。




　　　あ　と　が　き



　この度は、手にとって読んで下さり、ありがとうございます。この話しは、これからも続きます。

今回は、怜香ちゃんが産まれるまで、つまり長編で言うと、プロローグにあたる部分を読んでいただきました。次回作からは、怜香ちゃんの成長を綴っていきます。

この『怜香の成長記録シリーズ「愛の結晶～怜香の出産秘話～」』は、読み手側すると、ストーリーより名前の多さといいますか、登場人物の多さが目に留まると思います。

ネタ切れになるくらいの多さ。

でも、「多い」と嘆かずに考えてみてください。

あなたの周りの、関わっている人たちのことを。

その人たちには、名前が付いています。怜香ちゃんの周りにも、たくさんの人が、関わっているだけのことです。

そして、その人たちにも、その人なりの取り巻く環境の中で、名前が存在するわけで・・・。

で、気が付いたら、一人ひとりに名前が付いただけです。

ではでは、今回は、この辺で閉めないと、続きそうなので、終わりにします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴかりん
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